





























































































                                                  































































                                                  
2 ベルクソンの主要著作からの引用は生誕百年記念版著作集の頁付けを本文中に記す。Henri 
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en soi 知られるだろう（216）。 
                                                  


































































































































































































































































































                                                  










る。したがって、記憶の努力 effort de la mémoire を必要とする。それは多数の
諸瞬間を互いに引き継いでいる。さらに、後ほど明らかにしようと思うが、感覚
的諸性質の《主観性》はとりわけわれわれの記憶によって行われる実在の一種の























































































                                                  
10 Bento Prado: Présence et champ transcendental, traduit par R. Barbaras, OLMS, 2002, p. 114. 
11 例えば、サルトルは『想像力』のなかでイマージュ概念を取り上げてベルクソンを批判して




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                  
40 「私はイマージュに直面している。この言葉のとりうる最も漠然とした意味において、私が
感覚を開けば知覚され、また閉ざせば知覚されないようなイマージュである」（169）。 
41 C. Riquier: Y a-t-il une réduction phénoménologique dans Matière et mémoire ? in, Annales 

























































































































































































































47 Gilles Deleuze: La concetption de la différence chez Bergson in, Les études bergsoniennes vol. IV, 
Paris, 1956, p. 77-112. 特に一〇四頁から一〇五頁に渡って示唆される解釈を参照。なおこの論文
には優れた英訳があり、いくつかの箇所でその読解に従った。Bergson’s conception of difference, 
translated by Melissa Mcmahon in, The new bergson, Manchester University Press, 1999, p. 42-65.  
48 Gilles Deleuze: Le bergsonisme, Paris, 1966. 特に第三章を参照。邦訳『ベルクソンの哲学』宇
波彰訳、法政大学出版局、一九七四年。なおわれわれのドゥルーズによるベルクソン解釈は、檜
垣氏による研究を全般的に参照している。檜垣立哉『ベルクソンの哲学』勁草書房、二〇〇〇年。 
49 ‘’la durée, c’est ce qui diffère avec soi ‘’, Deleuze: 1956, p. 88.（英訳四八頁）。「自ら差異化するも
のは、まず
、、























                                                  
50 「実際、われわれは差異が、まさしくその起源においてまたこの起源としての行為において、













































                                                                                                                                                  
一九五六年の論文は、ドゥルーズ自身の哲学的出発点ともなった極めて独創的なものである。わ
れわれは彼の解釈を柔軟化しつつ展開する。 



































                                                  











































はそれ自身では、純粋記憶 souvenir pur の状態に還元されれば、無効なものに留
まるだろう。潜在的 virtuel であるこの記憶はそれを牽引する知覚によってのみ、
現実 actuel になる。無力なこの記憶はその生命と力とを現在の感覚に借り、現在




















































                                                  
60 ドゥルーズはこの行為を一九六六年の研究のなかで現在と過去とのあいだに、知覚と記憶と



































                                                  
62 ベルクソン自身による二形式（身体の記憶とイマージュとしての記憶）の呈示とは異なる。
檜垣、前掲書、一七三頁を参照。 






























                                                  
64 「潜在的なものは、こうした根源的反復から受け取るより他の一貫性 consistance は持たない」
































れわれの過去の状態すべての現実的総合 synthèse actuelle であることが分かる



































                                                  
66 ベルクソンは意識平面における記憶の現実化の機能を「収縮 contraction と膨張」としても描
 66














































































                                                  
67 Frédéric Worms: La conception bergsonienne du temps in, Philosophie n.54, Paris, 1997, p. 81. 



































































                                                  
70 「あなたは、現在とは存在するもの
、、、、、、

























































































































































































































































                                                  





























                                                  
76 「形而上学入門」と『物質と記憶』第四章の物質の形而上学との繋がりについてはウォルム
スが言及している。Frédéric Worms: Introduction à Matière et mémoire, Paris, 1997, p. 209-10. 













































































































































































































































































































































































                                                  
80 例えばミケルは最近の研究のなかで現実性の観点からベルクソンの潜在性の概念を捉え直し、
現在の持続について再考を促している。Paul-Antoine Miquel: Qu’ese-ce qui change dans l’analyse de 







































































































る」。Jean Hyppolite: Aspects divers de la mémoire chez Bergson in, Figures de la pensée philosophique, 








































































































































































































































意識は行為を取り囲む潜在的な地帯 zone de virtualités を照らす。それは行な


















































































































































































































進化に沿って、非連続的跳躍 sauts discontinus により細部に至るまで創造する諸形態の予見不可
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